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衆
議
院
で
３
２
７
票
、
参
議
院

で
１
２
４
票
―
―
９
月
１６
日
、
衆

参
両
院
で
実
施
さ
れ
た
首
班
指
名

選
挙
の
得
票
結
果
だ
。
両
院
で
過

半
数
を
超
え
る
多
数
票
を
獲
得
し

た
鳩
山
由
紀
夫
・
民
主
党
代
表
が

同
日
、
第
９３
代
内
閣
総
理
大
臣
に

就
任
し
た
。
な
お
、
衆
議
院
の
議

員
定
数
は
４
８
０
、
参
議
院
の
議

員
定
数
は
２
４
２
。

【
２
・
３
面
に
特
集
記
事
掲
載
】

鳩
山
総
理
は
１６
日
、
新
内
閣
を

発
足
さ
せ
た
の
ち
、
総
理
就
任
後

と
し
て
は
初
と
な
る
記
者
会
見
に

臨
み
、「
真
の
意
味
で
の
『
地
域

主
権
』
の
世
の
中
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
試
行
実

験
を
行
っ
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
」と
述
べ
、地
方
の
自
主
財
源

の
大
幅
な
増
額
な
ど
に
向
け
、
汗

を
か
い
て
い
く
決
意
を
示
し
た
。

な
お
、新
内
閣
の
発
足
を
受
け
、

本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団

体
は
同
日
、「
新
内
閣
の
発
足
に

当
た
っ
て
の
共
同
声
明
」
�
３
面

に
全
文
掲
載
�
を
発
表
。
新
政
権

が
掲
げ
る
「
地
域
主
権
」
の
考
え

方
に
沿
い
鳩
山
総
理
主
導
の
下
、

▽
地
方
へ
の
大
幅
な
権
限
移
譲
▽

地
方
税
財
源
の
拡
充
▽
国
と
地
方

の
協
議
の
場
の
法
制
化
―
―
な
ど

の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
た
。

【
鳩
山
新
内
閣
の
顔
ぶ
れ
】
▽
総

理
�
鳩
山
由
紀
夫
▽
副
総
理
・
国

家
戦
略
・
特
命
（
経
済
財
政
政
策
、

科
学
技
術
政
策
）
�
菅
直
人
▽
総

務
・
特
命
（
地
域
主
権
推
進
）
�

原
口
一
博
▽
法
務
�
千
葉
景
子
▽

外
務
�
岡
田
克
也
▽
財
務
�
藤
井

裕
久
▽
文
部
科
学
�
川
端
達
夫
▽

厚
生
労
働
・
年
金
改
革
�
長
妻
昭

▽
農
林
水
産
�
赤
松
広
隆
▽
経
済

産
業
�
直
嶋
正
行
▽
国
土
交
通
・

特
命
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
・
防

災
）
�
前
原
誠
司
▽
環
境
�
小
沢

鋭
仁
▽
防
衛
�
北
澤
俊
美
▽
内
閣

官
房
�
平
野
博
文
▽
国
家
公
安
・

拉
致
問
題
�
中
井
洽
▽
特
命
（
金

融
）・
郵
政
�
亀
井
静
香
▽
特
命

（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
・
少
子

化
対
策
・
男
女
共
同
参
画
）
�
福

島
瑞
穂
▽
特
命
（
行
政
刷
新
）・

公
務
員
制
度
改
革
�
仙
谷
由
人

※
「
特
命
」
は
「
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
」
の
略
、
敬
称
略
。

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
丹
羽
宇
一
郎
・
委
員
長
）

は
９
月
２４
日
、
前
回
の
会
議
（
９

月
７
日
）
に
引
き
続
き
第
３
次
勧

告
に
向
け
、
政
府
に
よ
る
自
治
体

へ
の
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」
に

関
し
、
審
議
を
重
ね
た
。
７
日
の

会
議
で
は
勧
告
と
併
せ
、「
国
と

地
方
の
協
議
の
場
」
に
関
す
る
意

見
を
政
府
へ
申
し
入
れ
る
認
識
で

各
委
員
の
一
致
を
み
た
が
、
２４
日

の
会
議
で
は
素
案
等
の
提
示
は
な

く
、
次
回
へ
と
先
送
り
さ
れ
た
。

な
お
、
勧
告
案
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
２４
日
の
会
議
で
、
お
お
む

ね
内
容
が
固
ま
っ
た
。
最
終
的
な

字
句
の
修
文
や
章
立
て
の
追
加
な

ど
を
経
た
の
ち
、
分
権
委
は
勧
告

の
機
会
を
窺
う
。「
９
月
中
の
勧

告
を
目
指
す
と
し
て
き
た
」「
（
総

理
へ
の
勧
告
に
向
け
）
段
取
り
を

組
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
」
２４
日

の
会
議
で
の
丹
羽
委
員
長
の
発
言

だ
。政
権
交
代
に
よ
り
、勧
告
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
計
り
か
ね
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。
実
際
、
９
月
末
時

点
で
勧
告
は
な
く
、
１０
月
中
の
勧

告
が
確
定
的
と
な
っ
た
。

１０月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４１市
一般市 ６８３市
特別区 ２３区

清清
須須
市市
がが
編編
入入
合合
併併

愛
知
県
清
須
市
は
１０
月
１
日
、

春
日
町
を
編
入
合
併
し
た
。
合
併

後
の
清
須
市
は
、
人
口
６
万
４
２

２
２
人
（
９
月
１
日
時
点
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
に
よ
る
）、
面
積

１７
・
３２
平
方
�
と
な
っ
た
。
ま

た
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
在

任
特
例
が
適
用
さ
れ
３６
人
（
平
成

２２
年
４
月
３０
日
ま
で
の
措
置
、
以

降
は
２４
人
）
と
な
っ
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1737・38号１０月５日平成21年
（2009年）

第
３
次
勧
告
１０
月
へ

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

鳩鳩
山山
新新
内内
閣閣
９９
月月
１１６６
日日
発発
足足

新
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る
―
民
社
国
連
立
政
権
ス
タ
ー
ト

９月１６日、衆参両院で首班指名選挙が行わ
れ、第９３代内閣総理大臣に鳩山由紀夫・民
主党代表が指名された（上）。鳩山新総理は
同日、ただちに組閣に着手し、新内閣を発
足させた（下）。【写真提供・内閣広報室】

（１） 平成２１年１０月５日 第１７３７・３８号
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「
な
ん
で
、
こ
う
い
う
日
本
に

し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
、
こ
ん
な
故

郷
に
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
、
（
国

民
の
）
そ
の
思
い
を
私
た
ち
は
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
総
理
就
任
後

の
記
者
会
見
�
右
・
写
真
提
供
は

内
閣
広
報
室
�
で
、
鳩
山
新
総
理

が
語
っ
た
言
葉
だ
。
選
挙
戦
を
通

じ
て
全
国
各
地
の
国
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
政
治
へ
の
怒
り
、
不
満
、

悲
し
み
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
結

果
の
総
理
発
言
。
総
理
の
発
言
か

ら
は
、
景
気
回
復
へ
の
糸
口
が
見

え
て
こ
な
い
な
か
「
社
会
を
厚
く

覆
う
閉
塞
感
を
な
ん
と
か
払
拭
し

な
け
れ
ば
」
と
い
う
強
い
使
命
感

が
滲
む
。

鳩
山
新
総
理
が
景
気
浮
揚
に
向

け
た
刺
激
策
と
し
て
、
現
段
階
で

重
要
視
し
て
い
る
政
策
は
「
子
ど

も
手
当
の
創
設
」「
自
動
車
関
係

諸
税
の
暫
定
税
率
撤
廃
」
な
ど
。

鳩
山
新
総
理
が
代
表
を
務
め
る
民

主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
▽
子

育
て
・
教
育
▽
年
金
・
医
療
▽
地

域
主
権
▽
雇
用
・
経
済
―
―
に
対

し
、
優
先
的
に
公
費
を
注
ぎ
込
む

考
え
を
示
し
て
い
る
。
鳩
山
新
総

理
は
、
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
従
っ

て
各
種
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

構
え
だ
。

た
だ
し
民
主
党
の
試
算
で
は
、

「
子
ど
も
手
当
」
を
創
設
す
る
だ

け
で
も
平
成
２２
年
度
で
２
・
７
兆

円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
計
算
。

２２
年
度
は
半
額
実
施
と
位
置
付
け

て
い
る
た
め
、
２３
年
度
以
降
で
は

５
・
５
兆
円
も
の
財
源
が
必
要
と

な
る
。「
公
立
高
校
の
実
質
無
償

化
」
な
ど
、
民
主
党
が
目
玉
政
策

と
し
て
い
る
新
規
施
策
を
す
べ
て

講
じ
る
に
は
、
２２
年
度
だ
け
で
も

７
・
１
兆
円
が
必
要
。
新
規
施
策

へ
手
当
て
す
る
財
源
が
確
保
で
き

る
の
か
、懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

現
状
の
政
府
予
算
の
大
枠
を
維

持
し
た
場
合
、「
子
ど
も
手
当
」

な
ど
鳩
山
政
権
が
既
に
打
ち
出
し

た
新
規
施
策
に
必
要
な
財
源
は
不

足
す
る
。
ど
う
す
る
か
。「
従
来

型
の
予
算
配
分
に
メ
ス
を
入
れ

る
」
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
答

え
は
簡
潔
明
瞭
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
新
政
権
の
新
た
な
目

玉
と
な
る
組
織
が
「
国
家
戦
略

室
」
と
「
行
政
刷
新
会
議
」
。
両

組
織
と
も
９
月
１８
日
に
発
足
し

た
。「
国
家
戦
略
室
」
の
担
当
相

に
は
副
総
理
を
兼
任
す
る
菅
直
人

氏
が
、「
行
政
刷
新
会
議
」
の
担

当
相
に
は
元
政
調
会
長
の
仙
谷
由

人
氏
が
就
任
。
菅
担
当
相
は
予
算

の
骨
格
を
示
す
こ
と
で
、
仙
谷
担

当
相
は
国
の
事
業
の
「
無
駄
遣

い
」
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
新
規

施
策
の
費
用
を
捻
出
す
る
。

さ
ら
に
鳩
山
内
閣
で
は
、
麻
生

前
内
閣
が
編
成
し
た
約
１４
兆
円
の

２１
年
度
補
正
予
算
に
対
し
て
も
、

大
鉈
を
振
る
う
方
針
だ
。
９
月
１８

日
の
閣
議
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た

閣
僚
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算
関

連
の
事
業
見
直
し
に
対
す
る
基
本

方
針
を
ま
と
め
て
い
る
。
同
方
針

に
基
づ
き
閣
僚
は
、
各
省
庁
が
所
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鳩山政権の政権構想
（民主党マニフェストから引用）

５原則

原則１ 官僚丸投げの政治から、
政権党が責任を持つ政治家主導の政治へ。

原則２ 政府と与党を使い分ける二元体制から、
内閣の下の政策決定に一元化へ。

原則３ 各省の縦割りの省益から、
官邸主導の国益へ。

原則４ タテ型の利権社会から、
ヨコ型の絆（きずな）の社会へ。

原則５ 中央集権から、地域主権へ。

５ 策

第１策 政府に大臣、副大臣、政務官（以上、政務
三役）、大臣補佐官などの国会議員約１００
人を配置し、政務三役を中心に政治主導で
政策を立案、調整、決定する。

第２策 各大臣は、各省の長としての役割と同時に、
内閣の一員としての役割を重視する。「閣
僚委員会」の活用により、閣僚を先頭に政
治家自ら困難な課題を調整する。事務次官
会議は廃止し、意思決定は政治家が行う。

第３策 官邸機能を強化し、総理直属の「国家戦略
局」を設置し、官民の優秀な人材を結集し
て、新時代の国家ビジョンを創り、政治主
導で予算の骨格を策定する。

第４策 事務次官・局長などの幹部人事は、政治主
導の下で業績の評価に基づく新たな幹部人
事制度を確立する。政府の幹部職員の行動
規範を定める。

第５策 天下り、渡りの斡旋を全面的に禁止する。
国民的な観点から、行政全般を見直す「行
政刷新会議」を設置し、全ての予算や制度
の精査を行い、無駄や不正を排除する。官
・民、中央・地方の役割分担の見直し、整
理を行う。国家行政組織法を改正し、省庁
編成を機動的に行える体制を構築する。

【
３
面
へ
続
く
】

国
家
戦
略
室
と
行
政
刷
新
会
議

国家戦略室、行政刷新会議事務局の除幕式に臨む鳩山総理
【９月１８日撮影／写真提供・内閣広報室】

第１７３７・３８号 平成２１年１０月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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動動
車車
関関
係係
暫暫
定定
税税
率率
のの
廃廃
止止

鳩
山
内
閣
の
新
規
施
策
に
は
、

地
方
側
へ
波
及
が
及
ぶ
施
策
が
少

な
く
な
い
。
新
内
閣
が
大
上
段
に

振
り
か
ぶ
る
施
策
に
「
自
動
車
関

係
諸
税
の
暫
定
税
率
廃
止
」
が
あ

る
。
２１
年
度
見
通
し
で
は
暫
定
税

率
分
の
税
収
額
約
２
・
５
兆
円
。

う
ち
地
方
分
は
約
８
０
０
０
億
円

に
及
ぶ
。
ま
た
、
国
の
税
収
分
の

う
ち
約
１
兆
円
は
実
質
的
に
「
地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
」
と
し

て
地
方
へ
配
分
さ
れ
て
い
る
。

新
内
閣
で
は
、
地
方
の
減
収
分

を
「
国
直
轄
公
共
事
業
の
地
方
負

担
分
廃
止
」
に
よ
り
充
当
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
が
、
負
担
金

の
大
部
分
は
起
債
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
い
る
た
め
、
負
担
金
廃
止
で

自
治
体
が
自
由
に
使
え
る
一
般
財

源
の
増
額
に
結
び
つ
か
な
い
。
道

路
関
係
の
特
定
財
源
は
、
既
に
一

般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。
負
担
金

の
廃
止
は
歓
迎
だ
が
、
負
担
金
と

の
相
殺
な
ら
ば
歓
迎
で
き
な
い
。

公公
立立
高高
校校
のの
授授
業業
料料
無無
料料
化化

公
立
高
校
に
通
う
生
徒
の
授
業

料
を
実
質
に
無
料
化
―
―
鳩
山
内

閣
下
で
は
２２
年
度
か
ら
の
実
施
を

目
指
し
今
後
、
制
度
設
計
に
着
手

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
私
立

高
校
へ
通
う
生
徒
の
場
合
は
、
年

間
１２
万
円
か
ら
２４
万
円
の
助
成
を

実
施
す
る
方
針
だ
。

た
だ
し
、
制
度
設
計
に
あ
た
り

新
内
閣
が
描
く
青
写
真
は
、
市
町

村
長
が
授
業
料
相
当
額
を
「
就
学

支
援
金
」
と
し
て
、
高
校
生
が
い

る
世
帯
へ
助
成
す
る
方
法
と
み
ら

れ
る
。
「
就
学
支
援
金
」
を
柱
と

し
た
法
案
を
民
主
党
は
先
の
通
常

国
会
へ
提
出
し
て
い
た
た
め
だ
。

し
か
し
助
成
の
実
務
を
担
う
自

治
体
は
、
各
世
帯
の
子
ど
も
が
、

ど
こ
の
高
校
へ
通
っ
て
い
る
か
把

握
し
て
い
な
い
。
在
学
確
認
を
取

る
と
な
れ
ば
、
現
場
と
な
る
自
治

体
の
事
務
負
担
や
コ
ス
ト
が
増

え
、
混
乱
し
た
定
額
給
付
金
事
務

の
再
来
と
な
る
。
学
校
や
法
人
へ

直
接
助
成
し
、
授
業
料
を
取
ら
な

い
方
法
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

管
す
る
事
業
の
凍
結
や
中
止
が
可

能
な
事
業
を
洗
い
出
す
。
そ
の
後

の
閣
議
で
は
、
凍
結
や
中
止
が
可

能
な
事
業
の
執
行
停
止
を
決
定
し

た
。
新
内
閣
で
は
補
正
予
算
関
連

だ
け
で
、
２
兆
か
ら
３
兆
円
を
確

保
す
る
考
え
だ
。

な
お
、
閣
議
を
終
え
た
原
口
一

博
・
総
務
相
は
記
者
会
見
の
席
上

で
、
２１
年
度
補
正
予
算
に
絡
み
自

治
体
が
既
に
予
算
化
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
、「
地
方
分
と
い
え

ど
も
聖
域
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
語
っ
た
が
、
現
段
階
で
返

還
を
求
め
る
考
え
は
な
く
、
執
行

状
況
を
精
査
し
て
か
ら
の
課
題
と

す
る
認
識
を
示
し
た
。

「
自
動
車
関
係
諸
税
の
暫
定
税

率
廃
止
」
や
「
公
立
高
校
に
通
う

生
徒
の
授
業
料
実
質
無
料
化
」
な

ど
を
は
じ
め
、
新
内
閣
が
推
進
す

る
施
策
に
は
自
治
体
へ
波
及
す
る

構
想
が
多
く
存
在
す
る
。
地
方
六

団
体
で
は
、
地
方
へ
影
響
を
及
ぼ

す
施
策
を
喫
緊
の
課
題
と
位
置
付

け
、
新
内
閣
と
早
急
に
協
議
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

９
月
１６
日
に
発
表
し
た
共
同
声

明
で
も
▽
経
済
・
雇
用
対
策
▽
子

育
て
支
援
や
高
校
の
実
質
無
償
化

の
具
体
策
▽
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
▽
暫
定
税
率
そ
の
他
の
地
方
税

財
政
対
策
―
―
を
具
体
例
と
し
て

取
り
上
げ
、
新
内
閣
へ
早
急
な
協

議
開
始
を
訴
え
た
。

新
内
閣
は
、「
地
域
主
権
」
を

標
榜
し
、「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
の
法
制
化
」
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
六
団
体

の
代
表
者
が
９
月
９
日
、
現
総
理

の
も
と
を
訪
れ
た
際
に
は
「（
法

制
化
前
で
あ
っ
て
も
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
い
の
で
）
実
施
し
て
い

き
た
い
」
と
、
地
方
へ
配
慮
す
る

意
向
を
示
し
た
。

地
方
側
も
国
と
手
を
携
え
、
国

民
生
活
の
立
て
直
し
や
福
祉
・
教

育
の
向
上
に
向
け
、
医
療
・
福
祉

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
改
革
、
中

小
企
業
の
活
性
化
や
農
林
水
産
業

振
興
を
通
じ
た
地
域
再
生
な
ど
へ

汗
を
か
く
覚
悟
だ
。
一
刻
も
早
い

協
議
の
開
始
を
望
む
。

新内閣発足に当たっての共同声明

本日、鳩山新内閣が発足することとなった。
高齢化と人口減少が同時進行し、東京一極集中が

ますます進む中で、多くの地方が疲弊し地域間格差
が拡大している。国民はこの閉塞状況を打破し、新
しい希望の社会を切り拓いていくことを痛切に望ん
でいる。
新政権においては「地域主権」の考え方の下、国

と地方の役割分担を積極的に見直し、地方への大幅
な権限移譲、地方税財源の拡充、国と地方の協議の
場の法制化を実現し、国全体の活力を取り戻す真の
地方分権を確立されることを強く期待する。
我々地方も、医療・福祉をはじめとする社会保障

制度改革、中小企業の活性化・農林水産業の振興等
による地域の再生など、国民生活の立て直し、福祉
・教育の向上に向けて新内閣と共に積極的に取り組
んでいきたいと考えている。
経済・雇用情勢は依然として極めて厳しい局面が

続いている。経済・雇用対策には一刻の猶予も許さ
れない。特に地方関連の予算の見直しに際しては、
地方の実情や事業の必要性等を丁寧に検証した上で
最大限に配慮されることを強く求めるものである。
経済・雇用対策、子育て支援や高校の実質無償化

の具体化策、後期高齢者医療制度、暫定税率その他
の地方税財政対策など地方に影響の大きい喫緊の諸
課題について、新内閣と早急に協議を開始したい。

平成２１年９月１６日 地方六団体

【
２
面
か
ら
続
く
】

【 特 集 】
政権交代
自治体運営
への影響は

鳩鳩
山山
新新
内内
閣閣
発発
足足
でで

六六
団団
体体
がが
共共
同同
声声
明明

地域を再生させる政策
（民主党マニフェストから引用）

●中央政府の役割は外交・安全保障などに特化し、
地方でできることは地方に移譲します。

�����������������������
●国と地方の協議の場を法律に基づいて設置しま
す。

�����������������������
●国の「ひもつき補助金（社会保障・義務教育関係は
除く）」は廃止し、地方の自主財源に転換します。

�����������������������
●国直轄事業に対する地方の負担金は廃止します。
�����������������������
●ガソリン税、軽油引取税、自動車重量税、自動車
取得税の暫定税率を廃止し、２．５兆円の減税を実
施します。

�����������������������
●高速道路は段階的に無料化し、物流コスト・物価
を引き下げ、地域と経済を活性化します。

�����������������������
●「戸別所得補償制度」の創設により、農業を再生
し、食料自給率を向上させます。

�����������������������
●畜産・酪農業、漁業に対する所得補償と林業に対
する直接支払いの導入を進めます。

�����������������������
●地域社会を活性化するため、郵政事業を抜本的に
見直します。

（３） 平成２１年１０月５日 第１７３７・３８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行行
事事
予予
定定

千千
葉葉
県県
のの
巻巻

千
葉
県
の
県
花
は
菜
の
花
。
干

葉
県
民
を
見
分
け
る
踏
絵
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の

に
、
こ
の
名
を
冠
し
た
県
民
体
操

「
な
の
は
な
体
操
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
県
が
１
９
８
３
年
に
制
定
し

た
体
操
で
、
小
中
学
校
の
体
育
の

時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
な
か
に
は
高

校
で
も
運
動
会
の
準
備
運
動
と
し

て
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
調
の
音
楽
に
あ

わ
せ
、
ラ
ジ
オ
体
操
代
わ
り
に
行

わ
れ
た
体
操
で
あ
る
。

３０
代
以
下
の
千
葉
県
民
は
、
ほ

ぼ
全
員
が
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
。
そ

れ
以
外
の
年
代
の
人
は
で
き
な
く

て
も
、
千
葉
テ
レ
ビ
で
朝
、
昼
、

夕
の
１
日
３
回
と
い
う
ヘ
ビ
ー
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
体
操
の
番
組
が

放
送
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
千
葉
県
民
を
見
分

け
た
い
と
き
は
、
一
言
、「
な
の

は
な
体
操
っ
て
知
っ
て
い
る
？
」

と
聞
け
ば
よ
い
の
だ
。

ま
た
「
子
供
の
頃
、
醤
油
工
場

に
見
学
に
行
っ
た
？
」
で
も
よ

い
。
千
葉
県
の
醤
油
生
産
高
は
日

本
一
！
大
小
の
醤
油
工
場
が
ひ
し

め
き
、
特
に
野
田
エ
リ
ア
は
街
全

体
が
香
ば
し
い
よ
い
香
り
が
す
る

ほ
ど
な
の
だ
。
日
本
一
と
い
え

ば
、
落
花
生
も
そ
う
。
節
分
に
は

大
豆
の
か
わ
り
に
落
花
生
を
捲
く

家
庭
す
ら
あ
る
。
だ
か
ら
「
給
食

に
味
噌
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
出
た
？
」

も
有
効
だ
。
味
噌
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と

は
、
味
噌
に
は
ち
み
つ
や
水
あ
め

を
加
え
て
練
り
上
げ
、
落
花
生
と

和
え
た
、
こ
っ
て
り
と
甘
い
な
め

味
噌
。
お
か
ず
な
の
か
お
菓
子
な

の
か
曖
昧
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る

こ
の
味
噌
は
、
学
校
給
食
の
定
番

ア
イ
テ
ム
と
し
て
も
デ
フ
ォ
ル

ト
。
千
葉
県
民
な
ら
、
給
食
の
時

間
に
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ク
に

入
っ
た
味
噌
を
歯
で
ガ
シ
ガ
シ
と

し
ご
く
よ
う
に
食
べ
た
思
い
出
が

あ
る
は
ず
！

も
ち
ろ
ん
、
日
本
を
代
表
す
る

ね
ず
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
お
な

じ
み
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
国
際
空

港
も
か
な
り
の
自
慢
で
は
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
千
葉
に
あ
る
の

に
、
名
称
に
「
東
京
」
が
つ
く
と

こ
ろ
に
、
大
い
な
る
不
満
を
持
っ

て
い
る
。
こ
の
ふ
た
つ
以
外
に
も

千
葉
に
あ
る
の
に
「
東
京
○
○
」

と
い
う
名
称
は
少
な
く
な
い
。
だ

か
ら
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

を
心
よ
り
応
援
す
る
の
だ
。
も

し
、
東
京
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に

名
称
変
え
し
た
ら
、
暴
動
が
起
き

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
千
葉
県
は
県
境
が

す
べ
て
川
な
の
だ
。「
川
を
渡
る

と
隣
の
県
」
と
い
う
感
覚
に
小
さ

い
頃
か
ら
馴
染
ん
で
い
る
せ
い

か
、
そ
こ
そ
こ
大
き
く
な
る
ま

で
、
県
境
と
は
全
国
的
に
川
で
あ

る
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
人
は
意

外
と
多
い
。
そ
の
せ
い
か
電
車
で

川
を
渡
る
瞬
間
に
、
ホ
ッ
と
心
が

な
ご
む
よ
う
だ
。

こ
の
ほ
か
鳥
取
と
思
わ
れ
が
ち

な
梨
も
、
三
重
と
思
わ
れ
が
ち
な

伊
勢
エ
ビ
も
、
す
べ
て
千
葉
が
日

本
一
！
東
京
の
す
ぐ
隣
に
位
置
す

る
せ
い
か
、
県
民
性
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
な
千
葉
県
だ
が
、

な
か
な
か
ど
う
し
て
、
デ
イ
ー
プ

な
特
徴
を
持
つ
県
な
の
で
あ
る
。

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
は
、
来

る
１１
月
１７
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
「
地
方
六
団
体
・
地
方
分

権
大
会
」
（
仮
称
）
を
開
催
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

詳
細
な
大
会
運
営
に
つ
い
て
は

現
在
、
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
取
り
急
ぎ
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
要
領
が
決
定
次
第
、
直

ち
に
開
催
通
知
・
出
欠
報
告
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
出
席
方

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
席
を
お
願
い
す
る
の
は
、
正

副
会
長
・
監
事
・
部
会
長
・
理
事

・
相
談
役
の
各
役
員
及
び
東
京
都

下
各
市
・
特
別
区
の
議
会
議
長
と

な
っ
て
お
り
ま
す
（
大
会
の
お
知

ら
せ
は
９
月
２８
日
付
で
関
係
各
位

に
送
付
済
）
。

日
時
等
予
定
は
次
の
と
お
り
。

▽
日
時

１１
月
１７
日
（
火
）

１２
時
３０
分
〜
１３
時
３０
分（
調
整
中
）

▽
場
所

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ホ
ー
ル
Ｃ
」
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
か

ら
徒
歩
１
分
（
東
京
都
千
代
田
区

丸
の
内
３
丁
目
５
番
１
号
）

▽
出
席
者

地
方
公
共
団
体
関
係

者
約
１
５
０
０
人
（
都
道
府
県
知

事
、
都
道
府
県
議
会
議
長
、
市
長

村
長
、
市
町
村
議
会
議
長
ほ
か
）

▽
申
込
み

近
日
中
に
送
付
予
定

の
開
催
通
知
・
出
欠
報
告
書
に
て

▼
議
長

▽
淡
路

松
本
英
志（
８
・
１０
）

▽
那
覇

金
城

徹（
８
・
１０
）

▽
三
郷

山
下
勝
矢（
８
・
１１
）

▽
松
阪

水
谷
晴
夫（
８
・
１２
）

▽
可
児

可
児
教
和（
８
・
１４
）

▽
奈
良

山
本

清（
８
・
１７
）

▽
御
殿
場

滝
口
達
也（
８
・
１８
）

▽
知
立

石
川
信
生（
８
・
２６
）

▽
松
原

久
保
満
夫（
８
・
２７
）

▼
副
議
長

▽
淡
路

田
尾

成（
８
・
１０
）

▽
那
覇

翁
長
俊
英（
８
・
１０
）

▽
三
郷

酒
巻
宗
一（
８
・
１１
）

▽
松
阪

中
島
清
晴（
８
・
１２
）

▽
可
児

酒
井
正
司（
８
・
１４
）

▽
奈
良

土
田
敏
朗（
８
・
１７
）

▽
知
立

村
上
直
規（
８
・
２６
）

▽
松
原

橋
本
邦
寿（
８
・
２７
）

▽
む
つ
市
（
青
森
県
）

〒
０
３
５
―
８
６
８
６

む
つ
市
中
央
１
丁
目
８
番
１
号

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
に
つ
い

て
は
、
と
も
に
変
更
な
し

▽
１０
月
２１
日
・
２２
日

全
国
市
議

会
議
長
会
�
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
２１
日
午
後
１
時
、
２２
日
午
前

９
時
、
金
沢
市
）

▽
１０
月
２６
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
３

時
、
佐
世
保
市
）

日
本
全
国「
ご
当
地
の
ヒ
ミ
ツ
」

《５》

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

永
浜
敬
子

自治体関係者１５００人集結

地地方方六六団団体体・・地地方方分分権権大大会会（（仮仮称称））
１１月１７日 東京国際フォーラムで開催

昨
年
１１
月
２５
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
の
も
よ
う
（
写
真
の

左
は
藤
田
本
会
会
長
・
当
時
）

時の話題
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